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論理式 𝐹(𝑥, 𝑦, 𝑧, 𝑤) のカルノー図は，f(x,y,z,w) = F(x,y,z,w) であるから，f(x,y,z,w) と同じである．また，𝑥 = 1 あ

るいは 𝑦 = 0 のとき，𝑥 + �̅� は，𝑥 + �̅� = 1 であるから，このとき，𝐹(𝑥, 𝑦, 𝑧, 𝑤) ∙ (𝑥 + �̅�) = 𝐹(𝑥, 𝑦, 𝑧, 𝑤) である．さら

に，𝑥 = 0 かつ 𝑦 = 1 のとき，𝑥 + �̅� = 0 であるから，このとき，𝐹(𝑥, 𝑦, 𝑧, 𝑤) ∙ (𝑥 + �̅�) = 0 である．従って，これらよ

り，下のカルノー図が得られる． 

 

 

 

論理式 𝐹(𝑥, 𝑦, 𝑧,𝑤) ⊕ 1 は，1の値を持つ変数の個数の奇遇性が逆転するので，𝐹(𝑥, 𝑦, 𝑧, 𝑤) ⊕ 1 = 𝐹(𝑥, 𝑦, 𝑧, 𝑤)̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅ であるこ

とが分かる．従って，𝐹(𝑥, 𝑦, 𝑧, 𝑤) ⊕ 1̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅ = 𝐹(𝑥, 𝑦, 𝑧, 𝑤)̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅ = 𝐹(𝑥, 𝑦, 𝑧,𝑤) より，𝐹(𝑥, 𝑦, 𝑧, 𝑤) ⊕ 1̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅ のカルノー図は f(x,y,z,w) と同じ

である． 

 

 

 

 


